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こ
の
絵
は
写
楽
の
作
品
中
の
代
表
作
の
一

つ
で
あ
る
。
寛
政
六
年
五
月
桐
座
上
演
の

﹁
敵
討
乗
合
話
﹂
の
内
の
敵
役
に
志
賀
大
七

が
こ
れ
で
あ
る
。
長
い
顔
に
高
い
鼻
、
し
ゃ

く
れ
た
長
い
顎
、
紅
の
眼
隈
に
彩
ら
れ
た
、

ぐ
っ
と
睨
ん
だ
物
凄
い
く
ぼ
ん
だ
目
の
光
り
、

三
世
高
麗
蔵
の
特
異
な
マ
ス
ク
が
、
圧
力
を

も
っ
て
せ
ま
っ
て
く
る
思
い
が
す
る
。
さ
ら

に
、
こ
れ
に
効
果
を
与
え
て
い
る
も
の
が
、

内
懐
か
ら
出
し
て
、
刀
の
柄
頭
を
握
っ
た
ポ

ー
ズ
で
あ
る
。
黒
の
着
附
け
が
さ
ら
に
こ
の

絵
の
雰
囲
気
を
も
り
上
げ
て
い
る
。
そ
し
て

こ
の
単
純
な
色
彩
に
、
僅
か
に
着
物
の
裏
の

濃
い
草
色
と
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の
ぞ
い
た
襦

袢
の
赤
が
加
わ
っ
て
い
る
だ
け
で
、
高
麗
蔵

と
い
う
役
者
の
も
つ
色
気
を
こ
こ
に
表
し
て

い
る
。
そ
こ
に
写
楽
の
役
者
描
写
の
極
致
が

あ
る
。

(

解
説

吉
田
暎
二
氏

抜
粋
)

三
世
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例
で
あ
る
。

講
演
会
終
了
後
は
、
江
東
東
税

務
親
和
会
の
主
催
に
よ
る
新
年
賀

詞
交
歓
会
が
開
か
れ
、
席
上
、
当

会
が
一
昨
年
に
創
立

周
年
を
迎

60

え
、
そ
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
江
東
区
に
街
路
樹

本
を
寄
贈

10

し
た
こ
と
に
対
し
て
、
来
賓
の
山

﨑
江
東
区
長
か
ら
感
謝
状
が
当
会

に
贈
呈
さ
れ
た
。

法人会ニュース 江 東 ひ が し

あ
る
年
の
パ
リ
ー
グ
の
天
王
山

と
も
い
え
る
対
戦
で
相
手
先
発
投

手
の
高
め
の
ボ
ー
ル
を
打
っ
て
も

安
打
に
な
る
確
率
は
極
め
て
低
い

の
で
、監
督
は
選
手
に
対
し
て
﹁
高

め
の
ボ
ー
ル
は
打
つ
な
﹂
と
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
命
令
を
出
し
た
。

選
手
は
そ
の
命
令
ど
お
り
に
し

た
も
の
の
、
低
め
ボ
ー
ル
へ
の
バ

ッ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
鈍
く
な
り
、

相
手
投
手
を
打
ち
崩
せ
ず
に
完
封

負
け
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
た
。

逆
に
監
督
が
﹁
高
め
の
ボ
ー
ル

を
捨
て
て
、
低
め
の
ボ
ー
ル
を
積

極
的
に
打
て
﹂
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

命
令
を
出
し
て
い
れ
ば
、
選
手
は

低
め
の
ボ
ー
ル
に
集
中
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
相
手
投
手
を
打
ち
崩

す
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
ま
た
違
っ

た
結
果
が
出
た
可
能
性
も
あ
る
。

人
間
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
命
令

に
は
、
最
大
限
の
能
力
を
発
揮
す

る
特
性
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。

ま
た
、
あ
る
監
督
は
ワ
ン
マ
ン

本
年
の
年
頭
を
飾
る
新
春
講
演

会
が
�

月

日
㈫

ア
ン
フ
ェ
リ
シ

24

オ
ン
に
お
い
て
他
団
体
の
会
員
も

含
め
て
総
勢
�

�

�

名
が
参
加
し

て
、
講
師
に
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン

グ
コ
ー
チ
の
立
花
龍
司
氏
を
迎
え

﹁
一
流
に
学
ぶ
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
﹂
と
題
し
て
行
わ
れ
た
。

立
花
氏
は
複
数
の
プ
ロ
野
球
球

団
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
コ
ー

チ
と
し
て
、
選
手
の
体
力
面
や
メ

ン
タ
ル
面
の
強
化
な
ど
の
仕
事
に

携
わ
っ
た
経
験
に
基
づ
き
講
演
さ

れ
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
会
社
組

織
で
も
通
用
す
る
示
唆
に
富
む
内

容
で
あ
っ
た
。

で
、
コ
ー
チ
な
ど
周
囲
の

者
か
ら
の
意
見
は
聞
く
耳

を
持
た
な
い
。
そ
の
結
果

と
し
て
、
そ
の
監
督
は
在

任
中
に
常
に
下
位
に
低
迷

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
即

部
下
を
活
か
す
方
法

新春講演会

賀詞交歓会
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会員募集中� ｢あなたのお口添えを｣

筋力アップをアドバイス

年
末
恒
例
の
女
性
部
会
研
修
会

が

月

日
㈮

香
取
神
社
に
て
部

12

16

会
員

名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ

29

た
。講

師
に
は
江
東
東
税
務
署
の
堂

前
副
署
長
を
迎
え
﹁
税
あ
れ
こ
れ
﹂

と
題
し
て
講
演
さ
れ
た
。

堂
前
副
署
長
は
、
ま
ず
税
収
が

減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

国
家
予
算
が
増
大
し
て
い
る
と
い

う
、
わ
が
国
の
財
政
の
現
状
を
踏

ま
え
て
、
財
政
の
歳
入
・
歳
出
面

で
税
収
が
占
め
る
割
合
、
社
会
保

障
費
の
割
合
な
ど
を
解
説
し
、
と

り
わ
け
平
成

年
度
の
法
人
税
の

22

申
告
件
数
が
全
国
で
�

�

�

万
件
、

そ
の
う
ち
、
黒
字
申
告
が
�

	

・

�

％
と
過
去
最
低
と
な
っ
て
い
る

こ
と
や
社
会
保
障
費
の
歳
出
割
合

が



割
を
占
め
て
い
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
た
う
え
で
、
特

に
東
日
本
大
震
災
の
復
興
財
源
や

高
齢
化
社
会
の
中
で
増
大
す
る
社

会
保
障
費
の
財
源
の
捻
出
に
つ
い

て
言
及
し
た
。

ま
た
、
震
災
の
影
響
で
審
議
が

遅
れ
て
い
た
平
成

年
度
の
税
制

23

改
正
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
所
得
金

額
や
税
額
な
ど
を
実
際
よ
り
多
く

申
告
し
て
い
た
場
合
の
﹁
更
正
の

請
求
期
間
﹂
が
	

年
︵
改
正
前
は

�

年
︶
に
延
長
さ
れ
た
こ
と
を
紹

介
し
た
。

続
い
て
堂
前
副
署
長
は
、
平
成

年
の
重
大
ニ
ュ
ー
ス
の
ラ
ン
キ

23ン
グ
に
触
れ
、
そ
れ
に
よ
る
と
�

位
か
ら



位
ま
で
は
東
日
本
大
震

災
が
占
め
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、

平
成

年
こ
そ
は
、
わ
が
国
に
と

24

っ
て
よ
り
良
き
年
に
な
る
よ
う
祈

念
し
て
、
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

山﨑江東区長から贈呈された感謝状

ち
、
上
役
の
立
場
に
あ
る
者
は
、

部
下
か
ら
の
意
見
を
聞
い
て
、
よ

い
も
の
を
採
り
入
れ
て
い
か
な
い

と
組
織
は
弱
体
化
す
る
と
い
う
一

﹁
税
あ
れ
こ
れ
﹂

堂
前
副
署
長
が
講
演

女
性
部
会
研
修
会

講演する堂前副署長
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特
別
障
害
者
控
除
の
額
は

万
円

40

か
ら

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

75
税
額
控
除
か
ら
は
、
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
に
つ
い
て
、
平
成

年
�

23

月

日
以
後
に
新
築
、
購
入
、
増

30
改
築
等
の
契
約
を
し
、
取
得
に
対

し
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
場
合
、

そ
の
対
価
の
額
又
は
費
用
の
額
か

ら
補
助
金
等
を
差
し
引
く
こ
と
と

さ
れ
た
。

次
に
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
又

は
公
益
社
団
法
人
等
に
寄
附
金
を

支
出
し
た
場
合
、
従
来
は
所
得
控

除
で
あ
る
寄
附
金
控
除
が
適
用
可

能
で
あ
っ
た
が
、
税
額
控
除
の
寄

附
金
特
別
控
除
が
創
設
さ
れ
、
い

ず
れ
か
有
利
な
方
を
選
択
適
用
で

平
成

年
�

月

日
㈫

に
、
法

24

17

人
会
館
に
お
い
て
江
東
東
税
務
署

個
人
課
税
第
一
部
門
佐
藤
上
席
調

査
官
を
講
師
に
迎
え
﹁
確
定
申
告

に
つ
い
て
﹂
研
修
会
が
開
催
さ
れ

た
。そ

の
中
で
平
成

年
分
か
ら
適

23

用
さ
れ
る
改
正
事
項
と
し
て
ま
ず
、

年
金
所
得
者
に
係
る
公
的
年
金
の

収
入
金
額
が
�

�

�

万
円
以
下
で
、

そ
の
公
的
年
金
の
雑
所
得
以
外
の

所
得
金
額
が

万
円
以
下
で
あ
る

20

場
合
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
は

し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
と
な
っ
た
。

所
得
控
除
に
関
し
て
は
、

歳
16

未
満
の
扶
養
親
族
に
対
す
る
扶
養

控
除
が
廃
止
さ
れ
た
。
ま
た
、
特

定
扶
養
控
除
の
範
囲
が
、

歳
以

16

上

歳
未
満
か
ら
、

歳
以
上

23

19

23

歳
未
満
に
変
更
と
な
っ
た
。
扶
養

控
除
の
改
正
に
伴
い
、
扶
養
親
族

又
は
控
除
対
象
配
偶
者
が
同
居
特

別
障
害
者
の
場
合
、
扶
養
控
除
又

は
配
偶
者
控
除
の
額
に

万
円
を

35

加
算
す
る
措
置
に
代
え
て
、
同
居

よ
り
進
行
す
る
。

従
っ
て
、
裁
判
は
準
備
書
面
や

答
弁
書
に
い
か
に
国
側
の
主
張
を

充
分
に
採
り
入
れ
る
か
が
重
要
で

あ
る
。
東
京
法
務
局
に
国
に
対
す

る
訴
え
を
担
当
す
る
訟
務
部
が
あ

り
、
こ
こ
に
は
裁
判
官
、
弁
護
士

出
身
の
部
付
検
事
ら
が
い
て
、
国

税
訟
務
官
室
の
職
員
と
一
緒
に
仕

事
を
し
て
い
る
。

書
類
な
ど
の
原
案
は
国
税
訟
務

官
室
の
職
員
が
起
案
し
、
決
裁
を

受
け
た
後
、
訴
訟
部
付
の
検
事
に

よ
り
修
正
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て

は
じ
め
て
裁
判
所
へ
提
出
さ
れ
る
。

国
税
訴
訟
の
裁
判
に
お
け
る
、

国
側
敗
訴
は
�

％
程
度
で
あ
る
。

最
後
に
西
澤
上
席
調
査
官
は
、

自
身
が
担
当
し
た
税
務
訴
訟
の
事

例
を
紹
介
し
て
講
話
を
終
え
た
。

こ
の
部
署
は
、
納
税
者
が
税
務

署
の
処
分
に
納
得
が
で
き
な
い
こ

と
に
よ
り
、
訴
訟
と
な
っ
た
場
合
、

国
︵
被
告
︶
側
代
理
人
と
し
て
裁

判
で
争
う
業
務
を
担
当
し
て
い
る
。

裁
判
所
に
訴
え
る
に
は
納
税
者

は
次
の
手
続
き
を
踏
む
。
①
税
務

署
長
に
対
す
る
異
議
申
立
と
税
務

署
長
の
意
義
決
定
。
こ
れ
に
納
得

が
い
か
な
い
場
合
は
、
②
国
税
不

服
審
判
所
に
審
査
請
求
す
る
。
こ

の
結
果
で
も
な
お
納
得
が
い
か
な

い
場
合
に
は
じ
め
て
裁
判
と
な
る
。

国
を
相
手
ど
っ
て
の
裁
判
は
、
行

政
訴
訟
と
い
い
民
事
裁
判
と
同
様

に
基
本
的
に
書
面
の
や
り
と
り
に

月
研
修
会
が

月
�

日
㈮

法

12

12

人
会
館
で
部
会
員

名
が
参
加
し

15

て
、
講
師
に
江
東
東
税
務
署
の
西

澤
法
人
課
税
第
�

部
門
上
席
調
査

官
を
迎
え
﹁
私
の
経
験
談
﹂
と
題

し
て
講
話
さ
れ
た
。

西
澤
上
席
調
査
官
は
、
市
川
税

務
署
を
皮
切
り
に



カ
所
で

年
22

間
勤
続
し
、
こ
の
間
で
の
東
京
国

税
局
の
国
税
訟
務
官
室
で
の
勤
務

を
中
心
に
講
話
さ
れ
た
。

資料をもとに説明する佐藤上席

税
務
訴
訟
に
つ
い
て

税
務
研
究
部
会
研
修
会

めざします。企業の繁栄と社会への貢献

西澤上席

平
成

年
分
確
定
申
告
に
つ
い
て

23

源
泉
部
会
研
修
会

き
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

東
日
本
大
震
災
に
関
し
て
支
出

し
た
震
災
関
連
寄
附
金
は
、
寄
附

金
控
除
の
控
除
対
象
限
度
額
が
所

得
の

％
相
当
額
と
な
っ
た
。

80
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災

者
に
対
し
雑
損
控
除
や
、
被
災
事

業
用
資
産
の
損
失
の
必
要
経
費
算

入
な
ど
の
特
例
が
制
定
さ
れ
た
。

そ
の
他
、
申
告
に
誤
り
が
あ
り

税
額
等
が
実
際
よ
り
多
か
っ
た
と

き
の
﹁
更
正
の
請
求
﹂
を
行
え
る

期
間
が
�

年
間
で
あ
っ
た
が
、
平

成

年
分
以
降
に
関
し
て
は
、
�

23
年
間
行
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

近
年
は
確
定
申
告
者
が
増
加
し

て
お
り
、
国
税
庁
の
電
子
申
告
納

税
シ
ス
テ
ム
︵
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
︶
も
普

及
拡
大
し
て
い
る
。
電
子
証
明
書

を
付
し
て
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
り
平

成

年
�

月

日
ま
で
に
申
告
を

24

15

す
れ
ば
�

、
�

�

�

円
控
除
︵
以

前
に
控
除
を
受
け
た
方
は
除
い

て
︶
を
受
け
ら
れ
る
の
で
、
申
告

す
る
方
は
今
後
の
ｅ
-
Ｔ
ａ
ｘ
の

利
用
や
早
期
申
告
に
活
か
し
て
い

た
だ
き
た
い
。



業
政
策
を
と
る
と
前
記
の
条
件
が

要
因
と
な
っ
て
、
セ
メ
ン
ト
、
紡

績
、
製
材
、
鉄
鋼
、
機
械
な
ど
の

諸
工
業
が
発
達
し
工
業
地
帯
と
し

て
躍
進
し
て
き
た
。

し
か
し
昭
和
年
代
後
半
か
ら
公

害
が
社
会
問
題
化
す
る
と
共
に
、

工
場
が
転
出
し
、
そ
の
跡
地
に
集

合
住
宅
が
建
設
さ
れ
た
。

私
た
ち
の
住
む
江
東
区
の
町
並

み
は
お
お
む
ね
こ
の
よ
う
な
あ
ゆ

み
を
た
ど
っ
て
、
現
在
の
姿
に
な

っ
た
。

︵
つ
づ
く
)

法人会ニュース 江 東 ひ が し

土
地
と
認
め
る
場
所
は
少
な
か
っ

た
利
根
川
の
本
流
が
銚
子
に
切
り

替
え
ら
れ
て
か
ら
、
本
格
的
な
江

戸
の
都
市
建
設
が
は
じ
ま
っ
て
、

関
西
方
面
か
ら
続
々
と
こ
の
新
開

地
に
入
り
こ
ん
で
土
地
の
埋
立
開

拓
に
着
手
す
る
人
々
が
現
れ
た
。

慶
長
︵
�

�

�

�

︶
の
こ
ろ
墨
田

区
の
南
部
か
ら
深
川
小
名
木
川
以

北
の
あ
た
り
を
開
発
し
た
深
川
八

郎
右
エ
門
は
そ
の
�

人
で
あ
る
。

沖
積
地
帯
︵
流
水
の
た
め
の
土

砂
な
ど
が
積
み
重
な
り
生
成
し
た

地
層
︶
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
埋
め
立
て

事
業
が
行
わ
れ
、
自
然
の
流
れ
に

配
す
る
に
運
河
を
も
っ
て
し
て
、

し
だ
い
に
今
日
の
型
態
に
発
展
し

て
き
た
。

江
東
区
の
発
展
の
条
件
と
し
て

江
東
区
の
足
跡

郷
土
の
歴
史
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
が
あ
り
ま
す
。

天
正

年
︵
�

�

�

�

︶
徳
川

18

家
康
が
江
戸
入
府
以
前
の
江
東
区

は
、
ほ
と
ん
ど
の
海
浜
に
あ
し
の

茂
っ
て
い
る
低
湿
地
で
人
の
住
む

▼
今
年
は
東
京

に
新
し
い
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
が
二

つ
誕
生
す
る
。

東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
と
、
東
京
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ

で
あ
る
。
こ
の
東
京
ゲ
ー
ト
ブ
リ

ッ
ジ
は
江
東
区
の
若
洲
と
中
央
防

波
堤
外
側
埋
立
地
を
結
ぶ
、
全
長

約
二
六
一
八
ｍ
と
い
う
恐
竜
が
向

か
い
合
う
よ
う
な
形
を
し
た
巨
大

な
ト
ラ
ス
橋
に
な
っ
て
い
る
。

▼
橋
が
開
通
す
る
前
に
自
転
車
で

橋
を
渡
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
と
い

う
の
で
、
自
転
車
仲
間
と
参
加
し

た
。
海
面
か
ら
最
も
高
い
地
点
は

・
�

ｍ
も
あ
る
の
で
、
ち
ょ
っ

54と
し
た
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
に
な
る
。

坂
道
の
距
離
は
、
約
�

・
�

㎞
あ

る
が
、
思
っ
た
よ
り
も
勾
配
は
緩

や
か
だ
っ
た
。
橋
の
上
か
ら
は
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
を
含
め
た
都
心
部
が

一
望
で
き
る
。
新
し
い
観
光
ス
ポ

ッ
ト
に
な
る
の
は
間
違
い
な
い
。

参
加
費
三
千
円
は
高
い
と
思
っ
た

が
、
開
通
後
は
車
し
か
走
れ
な
い

の
で
、
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
。

▼
次
は
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に

登
っ
て
、
上
空
か
ら
都
心
を
見
渡

し
た
い
も
の
で
あ
る
。

(溝
)

は
、
①
大
都
市
江
戸
市
街
に
近
い

②
埋
立
に
よ
る
広
い
土
地
が
存
在

し
た
③
水
運
の
便
が
頗
る
よ
い
等

が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
条
件
の
も
と
、
江
戸

時
代
に
は
西
部
地
域
か
ら
市
街
地

化
す
る
と
と
も
に
、
江
戸
川
、
中

川
、
隅
田
川
、
船
堀
川
、
小
名
木

川
の
五
流
に
よ
る
水
運
を
利
用
し

て
、
木
材
、
倉
庫
、
問
屋
業
が
栄

え
、
ま
た
江
戸
郊
外
の
観
光
地
、

近
郊
農
業
地
帯
と
し
て
発
展
し
て

き
た
。

明
治
維
新
後
、
政
府
が
殖
産
興

現在の小名木川（丸八橋付近から)
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会員募集中� ｢あなたのお口添えを｣
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わがまち
城東
その 1

連載
本
企
画
は
、
当
紙
の
昭
和

年
�

月

日
発
行
号
か
ら

60

10

昭
和

年

月

日
発
行
号

62

11

10

ま
で

回
に
わ
た
っ
て
連
載

34

さ
れ
た
も
の
で
、
昨
今
は
江

東
区
の
人
口
増
大
に
よ
っ
て
、

江
東
区
が
大
き
く
変
貌
し
て

い
る
こ
と
や
郷
土
意
識
が
希

薄
に
な
っ
て
い
る
現
状
を
踏

ま
え
、
先
祖
代
々
が
築
き
上

げ
た
こ
の
素
晴
ら
し
い
﹁
わ

が
ま
ち
城
東
﹂
を
再
認
識
す

る
意
味
で
、
再
度
連
載
す
る

こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

平
成

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
公

20

益
法
人
制
度
改
革
に
伴
っ
て
、
当

会
で
は
か
ね
て
よ
り
公
益
社
団
法

人
へ
の
移
行
を
目
指
し
て
諸
般
の

準
備
を
進
め
て
き
た
が
、
昨
年
12

月
に
正
式
に
東
京
都
の
関
係
部
局

に
電
子
に
よ
り
申
請
を
行
っ
た
結

果
、
�

月
の
審
議
会
に
お
い
て
審

議
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
�

月
の
審
議
会
の
結

果
に
お
い
て
特
段
問
題
が
な
け
れ

ば
、
�

月
下
旬
に
も
認
定
の
答
申

が
出
さ
れ
、



月
初
旬
に
公
益
社

団
法
人
へ
の
移
行
登
記
が
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
当
会
は
真
の

公
益
法
人
と
し
て
、
会
員
は
も
と

よ
り
世
間
一
般
に
対
し
て
、
さ
ら

に
公
益
目
的
事
業
を
推
進
す
る
こ

と
と
な
る
。

な
お
、
名
称
は
﹁
公
益
社
団
法

人
江
東
東
法
人
会
﹂
と
な
り
、
現

役
員
は
そ
の
ま
ま
登
記
さ
れ
る
。

当
会
の
公
益
社
団
法
人
へ
の

移
行
が
大
詰
め
に



京都の老舗17店舗に学ぶ 第�回

(�) 第 417 号 平成 24 年 3 月 1 日法人会ニュース 江 東 ひ が し



法人会ニュース 江 東 ひ が し平成 24 年 3 月 1 日 第 417 号 (�)

管内法人数 4,960社 法人会員数 2,186社 加入率 44.07％（平成24年�月31日現在)

／／ ／http:／／www.koto-higashi-h.or.jp／
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めざします。企業の繁栄と社会への貢献
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江東東税務署管内の法人企業の皆様へ
江東東税務署

御社の社員の皆様への確定申告情報提供のお願い

∼申告書の作成もできる国税庁ホームページの御案内∼

国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）には、「確定申告特集ページ」が開設されていますが、

その中の「源泉徴収義務者の方へ」に給与所得者の皆様へのお知らせが掲載されています。

最近は会社員の方でも確定申告をする方が増えており、そのような方に、申告書が簡単に作成

できる「確定申告書等作成コーナー」の御案内をするものとなっています。

つきましては、御社の社員の皆様に次の方法で情報提供していただきますよう御協力をお願い

いたします。

① 国税庁ホームページのトップページにある「確定申告特集ページ」のバナーをクリック

② 「源泉徴収義務者の方へ」をクリック

③ 給与所得者の皆様へのお知らせをダウンロード（�種類のデータの中からお選びください。）

④ 回覧、配付、メール配信、電子掲示板への掲載などの方法により、社員の皆様に情報提供

平成24年度 国税専門官募集

国税専門官とは、国税局や税務署において、税務のスペシャリストとして法律・経済・

会計等の専門知識を駆使し、適正・公平な課税を実現し、租税収入を確保するための事務

を行います。

◇受験資格 � 昭和57年�月�日から平成�年�月�日生まれの者

� 平成�年�月�日以降生まれの者で次に掲げるもの

イ 大学を卒業した者及び平成25年�月までに大学を卒業する見込みの者

ロ 人事院がイに掲げる者と同等の資格があると認める者

◇申込手続 � インターネット申込み（原則、インターネット申込みとなります。）

⑴ 受付期間

�月�日㈪�時〜�月12日㈭［受信有効］

⑵ 受験案内（インターネット申込用）交付期間

�月�日㈬〜�月12日㈭

⑶ 受験案内（インターネット申込用）交付場所

東京国税局又は最寄の税務署若しくは人事院各地方事務局（所）

※人事院ホームページからもダウンロードすることができます。

[http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm]

� インターネット申込みができない場合（受験申込書を郵送又は持参）

⑴ 受付期間

�月�日㈪〜�月�日㈫［�月�日㈫の通信日付印有効］

⑵ 受験申込書・受験案内（郵送・持参申込用）交付期間

�月�日㈬〜�月�日㈫

⑶ 受験申込書・受験案内（郵送・持参申込用）交付場所

東京国税局又は最寄の税務署若しくは人事院各地方事務局（所）

◇試 験 日 第�次試験 �月10日㈰

第�次試験 �月17日㈫〜�月24日㈫のうち指定された日時

※ 詳細については、お気軽に江東東税務署・総務課（TEL03-3685-6311）までお尋ねください。
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�月
�日㈬ 決算法人説明会 午 前 10 時

午後�時30分
カメリアプラザ
研 修 室

16日㈮ 源泉部会研修会 午 後 � 時 法 人 会 館

21日㈬ 記帳相談 午 前 10 時 法 人 会 館

�月
�日㈮ 記帳相談 午 前 10 時 法 人 会 館

11日㈬ 決算法人説明会 午 後 	 時 江 東 東 税 務 署
会 議 室

18日㈬ 東砂第	支部研修会 午 後 � 時 東 砂 北 集 会 所

24日㈫ 女性部会第45回通常総会 午 後 	 時 法 人 会 館

25日㈬ 税務研究部会第41回通常総会 午 後 � 時 アンフェリシオン

�月
�日㈫ 新設法人説明会 午 後 	 時 江 東 東 税 務 署

会 議 室

11日㈮

11日㈮

記帳相談
源泉部会第38回通常総会

午 前 10 時
午後�時15分

法 人 会 館
法 人 会 館

28日㈪ 江東東法人会第�回通常総会 午後�時 アンフェリシオン

◎各部会の研修会の内容・講師については未定のため未掲載となっていますが、決まり次第ホームページに掲載しま
／／ ／すので、ホームページをご覧になって下さい。（http:／／www.koto-higashi-h.or.jp／）

◎役員会・委員会は省略してあります。お問い合わせは事務局まで。

◀行 事 予 定▶

◎
自
動
車
の
登
録
変
更
の
お
願
い

自
動
車
税
は
、
毎
年
�

月
�

日

現
在
、
車
検
証
に
記
載
さ
れ
て
い

る
所
有
者
︵
割
賦
販
売
の
場
合
は

使
用
者
︶
の
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

自
動
車
を
譲
渡
し
た
り
、
廃
車
し

た
場
合
は
、
登
録
変
更
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。
お
早
め
に
、
管
轄

の
運
輸
支
局
ま
た
は
自
動
車
検
査

登
録
事
務
所
で
変
更
手
続
き
を
行

っ
て
下
さ
い
。

◎
�

月
か
ら
固
定
資
産
税
︵
土

地
・
家
屋
︶
の
価
格
等
が
ご
覧
に

な
れ
ま
す

平
成

年
�

月
�

日
現
在

区

24

23

内
の
土
地
・
家
屋
を
所
有
す
る
方

は
、
�

月
�

日
～
�

月
�

日
ま
で

の
間
、
縦
覧
帳
簿
を
ご
覧
に
な
ら

れ
ま
す
。

年
度
は
評
価
替
え
に

24

伴
い
評
価
額
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

不
正
な
目
的
で
公
簿
の
閲
覧
申
請

等
を
防
止
す
る
た
め
に
、
本
人
確

認
等
厳
格
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

都
税
事
務
所
に
お
問
合
わ
せ
の
う

え
、
必
要
な
書
類
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
�

江
東
都
税
事
務
所

︵
�

	

�

�
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�

�

�
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発
行
・
社
団
法
人
江
東
東
法
人
会

江
東
区
亀
戸
�

︱

︱
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発
行
人

松
本
光
史

編
集
人

三
浦
繁
夫

印
刷
・
三
報
社
印
刷
㈱
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